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藤沢宮阪撰「碑文」のこと・他
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府立大阪医学校・病院へ米任のこと務者のこと
J …A 
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「弘済刊記」のこと(明日
ω〉
判保一一刈利回論』 こと(間的位、大
2
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「翌一地銀」のこと(大
2!
日)
ザじノ1、九
寄附行為のこと(大口)むすび
私が古
mm
剛一一一のことに関心をもちはじめたのは、彼の
吋保存利
国論
b
を大阪の古本原でみつけた戦前昭和十年代からのことである。
2 
丸
省寸
!1 
つぎは、昭和
年から四十八年まで大阪大学に校職中、教授会
のひらかれる会議室には大阪大学低学部の前身である大阪府病院法びに伝学校の創立から関係のふかいオランダ人医師二名ハボ
i
ドウィン、
エルメレンス〉と日本人校長一一一名公口出願一一一、消野弟、佐多愛彦〉の
時中間高くかかげられていたので、
ついつい古問顕
の事蹟のこ
とに関心をふかめることになった。このとき藤野桜一一一郎教綬から
hh
間顕一一一の孫娘、が当時樹立予防衛生研究所 所長中村敬三氏の夫人であると紹介され、中村敬三氏宅を訪問し、
いろいろ教示をうけた。その
時、土日 吋閉想録夫僕随筆』の筆録者河村古子嬢その人が他ならぬ中村夫人であったことを知った。昭和四十年十 月十六臼のことである。そして逃品を拝見したとき、私は次の
一つの文書「弘昨日
記」、
-ハ本朝大統記とを拝借することになった。
他日、大阪における
の
である著名な医巾人中者中野操
同士に古川顕三に凶する研究文献についてお ずねし が、寡聞にして存ぜぬとのことであった。それからが、古出顕一一一のことについて次第に私の関心を深めることになった。
と一一台うのも、士口問顕一一一の訳本の際若リンドハイムの
ωと口氏
ω32B
吉江田は古口問が興味をもったと同慌に、私にとっても突に興味のふかい問問題を含んでいたからである。それはオーストリアの十九段紀米昔話だと一一一一日で片づけるわけにはいかない、
臼本の現在二十位紀の問
題と切っても出切り なせない問題 て るからである。またこの訳述への彼の執心ぶりに一方ならず感激したからである。
この吋保奇利国論』と不即不離の関係にある米発表の原稿(「袈運
録」〉が、
たとえそれが泣放へのためのものかもしれないが、『保
を出版したあと、
」の論文をかきあげるのに十年余を要し、
の問、彼が病床にあり、布子 自由を失い、左手でかい
の原稿
を直接手にとってみたとき それが最期の枕到に泣かれであったと知らされたとき 言いようのない感激にうたれたのであった。そしてその原稿を無期限拝借の許可を得て、通読するの使宜を与へられた。このことで一隠私をして古閃顕一一一との関係をふかくかかわらせるようになったのである。吉田顕一一一のことについては、彼の『回想録
i
一大僕随筆』で大略知り
うるが、説、がとり組んだ学術上 事践については、
ほとんどふれると
ころがないので 本稿は
してこの問題について多少の新知見守}得
たのでそれを取り扱うこ にす
しかし学術上の問題ときりはなせ
ない、彼の回想録からの引用も必要なものは援用することにする。
『回想録
l
天僕随筆』
のこシ」
吋間想録』
については、同窓「版」において岩山義玄が
の
次のようにのべている。
先生、設に街胸を京都丸太町東三本木なる、
山紫水明山陽碑畔の
別竪に務一ふや、住時を凶想するん慨に、愛
Mm
河村行口子践をしてみノ~を筆
録せしめ、楽めて巻をなせり。余住訪の時、のこと 及ふ。余日く、先生の生涯録して殆
、、、、、、、、、、、、、、、、、、 、、、
んど漏る与な 。然れとも 中に著書のことあるを見す。思ふに先
?d太汀
ι白
生の著書は、我邦医学波発の資料となれるもの砂なからす、希くは
y c 
此一欄を加へられんことを と。先生笑ふて容へ 他を云へり 故に余も亦京ねて之を…おはさりき。何そ関らん、出胸俄に革まり再ひ起つ能はさるに至れり、先生其起たさるを知るや 急報余を別
muL
に
、、、、、、、、、、
招き、枕版本書の編付掛か}掘す。一一監払へとも去らす。大正十三年二一月一日終に不帰の容となりにき。同月 一日逃振を東山渋谷 茶
mA
し、
時しく九 大阪四天王寺に葬る。人公葬の諸民五百有余名。喪主嗣子
(ママ)
古閑替氏、導師広教寺連技梅上等融法的、法号貫通院釈顕…一 信士政に先生の功訟を煙滅する 忍ひす、記憶に存する著書の名称 録し、併せて墓碑の文と、当日
4諸氏朗読の弔辞とを掲け、以て之を投
に代ふ。
の編纂は、以上述ふるが如く、著者に諮るの暇なく 勿々に
成れるもの、従て魯魚の誤り亦多からん、読者之を諒せら んこと
を
大
正
問
月
十
八
日
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想録』一…一一一九!一一一一一一
O
頁、文中傍点は筆者〉
これが脊湾岩間義玄の一一品せる践の全文である。吉田顕一一一が大正十一
台111額三 (1848-1924) のこと円、)
年一一一月一日に死去し、葬儀が
月九日におわり、本書の印刷は六月十
五日、発行は六月二十日、発行者は吉田誌で、非売品。印刷所は大眼市北区市之町ニ二呑地の斎藤竹生館と本番奥付にある。
間みに「回想録」の内容を列記すれば、緒一一一口
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甫め
て医家の門に入る
ω
米岡氏の三亦舎に入る凶
J
附児玉有成氏の門に入
る川
wj
川聞大阪に遊学す川
WJ
問符び京阪に遊学す
MMJ
間清水谷侍従に飽
ひ函館に赴任す間
J
倒青森港の冬営仰
J
側
mT鉄艦乗込側
J
帥闘館の進
撃帥
J
側函館賊徒追討日記倒陸中間鉄ケ崎宮古戦争記倒
J
倒松前福山
城合戦の事側
J
倒商館戦争記倒
J
側関館鎮定日間川に帰艦す側
J
制丁卯
齢乗組医官となる例
J
側横浜海軍仮病院出任制
J
附欽州留学問
J
同洋
行途上側
J
側船中の所見旅中の所感側
Jm
倫敦到若後の数日間
J
山留
学中の住関凶
J
山英語学の修抜本山医学本科修業の順序山
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外科学卒
業試験問
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限科山中〈地の研究山積痘の実習出
Jm
産科取扱
mJm
向山学
中
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々の
cロ目的再教授・助教授及ひ助手
mlm
留学中交際を結
ひし人
mJM
留学中の苦悩
mJ
削帰朝の準備捌
Jm
帰航中所感
mJ
凶
海筆中本職
MJM
大阪府立病院長及医学校長就任問
Jm
私立古凹病院の
経営
mlm
医師の諸団体との関係則的海箪医話会円低事会同社の再興
〈ママ)
付時習社の奈川門大阪興医学校の創立同大坂医学会創立の事部民業団体に関する事・医会及び医師会邸
Jm
医師法の発布波に近畿医師懇
z脱
会・医師会設立の本揃
J
即私立吉田病院閉鎖後の生活即
Jm
官省、静
令、命令
mJm
恩典、賞典、賞状
mJm
民間諮問体、賞品、紀章、感
謝状
mJ
加赤十字社、鰯託、有功
a章、親王賜書
mJ
加北清事変、弘済
丸乗組の事
mJ
捌戦後利斡巡遊記
mJ
加富士投山の事
mmjm
世界巡遊
中止の事捌余内仰を得たれは愛に家系の事を略記し股かん捌
Jm
和歌百
首
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春の部制
J
加夏の部制
Jm
秋の部制
J
加冬の部
mJ
拙雑の部制
l
m漢詩川町
Jm
蹴・青湾山祖国義玄誌捌
J側先生の著書制
l捌碑文
mJ
制
弔詩制
JM
州葬儀当日役割抑
J
聞大阪初日新聞記事、広告叩
J
制以上
(カッコ内の数字はページ数〉
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この回想録の記事はまさしく「先生の生涯録して殆んど漏る
L
な
し」の感を深かくする。生渡のことについての説明は突に文化史的に興味深く臨場感あふれるばかりであるが、この稿においては随時必要に応じて引用するに止める。ただ総沢南岳撰「的問文」は簡切なので次にかかげ彼の生涯の一裂に資せん。
藤沢南岳撰「碑文」
のこと・他
海軍軍医大監正六位熱六等古閉鎖…一一。東嶋第一一一不
J也。嘉、水元年四月
八日生於芸州山県郡。少志於医。初就末回叫枠制学出籍 後専心子医学。一克治元年遊大阪。聴松本願講医学。慶応元年長肪征伐之変。滞日以(守国喧。乃請療軍夫之傷病
年上京。入商周説。修英学。明治元年。加
箱館府総智之一行。在五稜郭内。従軍隊奔走。及官軍不利。越海退停青森。二年叩鉄般医官孜孜務職。以功賜一時官禄 繭後在海軍 時効子陸。五年受命到英割。際学七年。専攻医学利。十一年冬在家医少獄後経中監進大監。賜位記補 務局副長海軍病院長等。十四年転任大阪医学校長兼同病院長 或為地方衛生会委員 或為虎列社病抗長 サニ
一月諮罷職。九月創立私立病院予高麗怖畔。十二年間関失。舟…一
清問問有土匪乱。特
方 f:FI 童話三の}~~・i'l]天王寺主主地
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総裁彰仁親王授有功章。副以手筆弘済審制。仏国大統
一一一等勲章。舟一一一年巳後選挙衆議院議員前後ニ図。招財於公共数一針。尽
領亦贈カムホチユ
者
也
大
一LE
月一日病佼。平年七十有七。
力於夷衛生之挙不湛。故受賞典賞状三十有余。又著述数種。背開設事室希以。東京斉藤栄第二女。安政六年正月十五日生。為人率直些一山
大正七年六月サ五日病問状。市刀名一穀承父業突。不容。能治家。能助犬。於子女教育最尽力。所 一男囲女。長女夫
正五位十凶岳藤沢恒撰井書
男一殻建立
ここに掲げた碑文は藤沢南岳の撰弁護にて、簡にして明、古口問顕一一一
三三頁〉、但し次の吉田の「回想録」
一六八
i
の生涯を記してある で、原文のまま引用したがハ回想録・一 一三
ll
一一一
六九頁の記事が「顕
士口問顕一一一病にか
L
る
の発病」以後の本稿 問題に直接かかわるので念の為附記しておこう
o
J吋「明治一一一十八年、京都岡崎町に一家を求め、時々其山水を友とし、
問問十二年、東京に於て亦一家を求めんとして上京し、牛込仲之町に相当の家ありしかは、之を質約せり、共同市路身体不和を覚え、問問阪後汎発性神経炎を発し 苦術数月に及へり、莫非(主として塩英軍鰐魯比山山口剤〉の注射に、
一時の小康を得るも、薬力去れは、苦痛復た一五
ふへからす、家族を倒らせ、医師を闘らせ、看護婦を閤らせ、
日夜坤
kl
、
Aノ、守山札山岡市
tu
、
札μηkvkyAAbJ4LJ
不快同行ふるに物なし、河野徹志、河野一造、高安道太
郎、岩間義玄、片開校、大谷多問、大西鍛、中川和三郎等の諸氏配慮し、京都民科大学中西氏の米診をうけ、片岡、岩間 の一 一氏は、交訴宿夜月余に及へり、十一点加の絶頂には 田技の運動全失し、全身疹ぃ加、切るか如く刺すか如し 病漸く怠るに伴れて
の機能給や懐
復したれとも、
は全く其作用をふ八ひ、下肢は両つなから、作用半
ふ八せり、其後一一一年を総て脳髄血を発せしも、
に経症なりき、
されと
前症依然胎りて、愈よ路疾となり、人の扶けを絡らされは 起臥歩行も為すこと能はさるに歪れり、
只精神は明確なれとも、頗る神経過敏
となれり、又、時に不蹴使 泌に苦しむ、大正七年 京都岡崎町売り、こ に代るに、吏に現議院町に一家を求む 同年六月一安を亡ふ、一安の病は脳溢血なりき、大正八年、思護院町の家を売り、大阪今慌の本宅に移る の暮復た京都三本木に官官家を構ひ、自に改築に若手し 翌年三月略ほ務成を告く、大正九年一月、長男一殺、一部同大学修学中、流行性感冒 躍り、肺炎を併発し、同月大学病院に於て死亡し、
一穀の委しけ亦問所に於て同
患に躍り、問年一一一月続て死亡せり
只余一人、病販を以て存命す。
吉田里高三三 (1848-1924) のこと5 
大正十年六月、東京麹町区下二存町に一家を求め、之を別荘とす、」(同会・二ハ八
i
一七
O
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(ロ)
吉田の家族のことさらに「余白を得たれは愛に家系の
を略記し設かん」(問惣脱却
九Oi
一一九一頁〉と書き誌るす一文の後半の部分をここにのせる。
「余は、明治十一一一年五月三十日、斉藤栄の五女希以子を迎へて安とす、伺十五年九月、
一'K
朝子を生む、同十八年
月、ニ女三代子を生む、
同二十一年、長男一殺を生む、同
年、一一一女博子を生めり、
朝子は、明治一一一十六年、河村民平に嫁す、三代子は河閉十一年、飯塚孝真に嫁す 時子は 間四十二年、杉一郎に嫁す、
一殻は、大正五年、
関川孫一五郎長女古川げ を迎え一設とす、一安希以子は、大正七年六月二十五日、京都聖護院の仮寓に於て逝き、長男 殺は、同九年一月 八日 州医科大学勤務中、同所に於て死し、立ハ姿古川げ子も亦
一月十九日、同しく福剖に於て捜しぬ。
老体今独残れり、接、」
に二
」碑
の文
事、の
実、 オミ
と}も
の「
~tl ヲ1
)!ﾊ -ー
は
、、
とあるが、この名目と「大正九年一殺死
いかなる現出にもとづくことなのかを指摘し
て、識者の教示を乞うためにこ
Lに記るしておく。
また土日間の述懐し
た「只余一人、約前酬を以て存命す」「老体今独残れり、
の断腸の
言葉に筆者は涙せざるを得ない。
古
m
顕一二は「凶想録」で「一人の伯母あり、
ミキ子と一五ひき、子な
し、身体悩むところ多く、殆んど薬を服せさる日なし。余か阪に志あるを聞き大に喜び、余を愛すること以前に勝れり、後年余をして京抜
に遊はしめ、又海外に留学するの機会を得せしめしは、皆この伯母の
6 
賜なりと云はざるを得ず」(
と。これも附記に附加することでは
なからうか。(ハ)
筆録者愛孫吉子嬢の思い出話から一九七九(昭和五十問〉年十月八日(月〉
の訪問の聴き書き。中
村敬三氏本八人宏子会問的顕一一一の娘河村朝子の娘・明治三十七年生れ〉」の時七十六歳。顕一一一死去の大正十
の前年十二年暮から臥三死去まで顕三の傍に
おった。中村敬三氏とは大正十問年結柄。娩年の顕一ニの位話は女中、引相応すぎが大正六、
七年慎二十歳位の時
から顕…一一の大正十
の死去まで、京都で叩き添うて、初日十問、朝
タ家中の廊下を一一一 分から一時鍔位かけて、顕一一一の死ぬ 週間まえまで、すぎが背負って細り、川以後の二聞は顕
たせて歩るかせた。
担fi
の右手は以血の綿布の一一一角キンで釣り、左手だけは動かぜた、阿
足は立つことはできないが、
ったい歩るきはできた。立たせて歩るか
すことのできたの 次中すぎだけ。
一一の蔵書類は河村初子とその娘古子と、女中対向すぎが片づけて
慈恵医大と京都医大に寄閉山したとのこと。沼山すぎは、一一 年ほど前、すなわち一九七六年明に死去した山。
六
mm
山三の長男一殺は
ら九大一をでて稲川内利助手になったが
大正九年に逝くなった。顕三の甥古川河ハ策は、顕三の死去の年大正十二年五月に広山県から政友会の代議士として選出された。
立策の次男
市…を顕
の養子として、名儀上の相続人にした。Iil 
府立大阪医学校・病院へ来任のこと
古田顕一一一の経歴の大略を碑文によって述べた。彼の府立大阪医学
校・同病院の来伍前後の事情やそれ以降の心本般については、大阪大学医学部の前'身校・病院であるという意味で、ここで汗干の紙幅を費すことにする。『凶想録天僕随筆』で米阪事情およびそれ以後の回想は詳綿に述べられている、が、
回想録の成立は病床での口述筆記であっ
たから、
とくに大阪時代については資料的な厳慌を欠いていることは
止むをえない であ これを補うに松山武活執筆の「大甑大学医学伝習百年史沿本筋草稿」に依って 彼の大阪時代を概述しておこう。海軍中段数吉田顕一一一が東京海軍病続長を辞し、大阪府立病杭長兼医学校長に任命され の 明治十四年一月十四日 ことである。この間の辞令は次の一一一通である。
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大阪府丘病院長兼民学校長小付
月俸百五十円文給明治十削年~月十四日
ブミ
府
19i 
海軍省から大販府への「貸渡し」のいお情について『間想録』は次のようにのべている。「余か、この辞令に接するや政なきにあらす、柳か之に就き記さん、当時大級府知事態野郷三氏は、人ぷの英樹関学中より友として替かり
き、建野氏は、
大阪府へ赴任以米、大阪府立病院並に医学校にはお弊
多きを悟り、之か改良の必要な認められたれは、余を聴して、其衝に当らしめんとの宿望ありき、悶て窃に、政伊総公を介して、
一方には
余に説き、他方には海軍卿抜本武揚氏に談して、余を大阪府へ貸渡されんことの媒介役 務められた 、説ハ議熟して、余は大阪府へ貸渡さる
kふこと与なれり、帰朝後は、英国に於て、学び得たる技術を、博く
災地に施したき志望を抱けり 然るに、海軍 ては、相当の位泣は得たれとも、何 も血気盛なる男子の得集り所にして、病気 権れる人も、大抵一様のものなれは、余か宿志を満足せしむる 足らす、然るに、聞くところに依れは、大阪府立病院は、関西第一の病践にし各種の患者ありと、於是 阿一一一年実地の絞験を稲みな 余か宿志に契へりと考へたるを以て、大阪府へ赴任することを承諾せり」。
点凶霊員三三 (1848-1924) のこと7 
これによって、古田顕三の大阪府招請の衡に当った中心人物は、英
国留学以来の知友であった大阪府知事建野郷三であったことが明らかである。建野郷一ニ(
八四
Oi
一九
O
八)は山以前関山一品津藩士として、幕末士山土
と交り国事に奔走し、明治初め豊津謙少参事に進んだ。明治一一一年英国留学を命ぜられ、永年にわたって法律尚子の研鍛 はげんだ。この閥、士日間顕一一一とも児懇の間柄となる。明治十年帰国して宮内省出仕となり、翌年には同省御用掛一ニ等侍補心得、十ニ年宮内権大書記官に昇進、太政官権大雪記官を兼任し、法制局に勤務した
年五月大阪府知事
に転じ、就任早々、府立大阪病院・医学校の改革に着手し、吉田招刑判の述動へと連なることになる。ここで建野知事が吉間顕三に海率中託監・海軍本病院長のポストを
退かせてまで、改革を推進しようとした府立大阪病院・医学校の現状についてみ おかなければ らない。向病院・医学校は明治
月大福寺に餅設された大阪府仮病読を
源流とし、以後大阪府病院 大阪府医学校病問 名称を変えて、明治
一
一月大学の
におかれた(大学は翌年七月廃され、文部省が創
設され、同校病院は文部省の管結となった〉。明治五年 制改革の余波をうけて廃校の浮討 遭ったが、大阪府庁および府民の病院再興の熱望が結実し 明治六年二月大阪府病院が西本願寺津村別院(北御堂)内に開院することになった。同院には教授局も併設され、大阪府と文部省との接衡により 前の教師的医
C-J-
エルメレンスと病
抗長高橋正純の復任に成功し 医療および医学教育機関 以前と較
ベ規模は縮小したものの、大阪府民の手で設立された。病読の経営は
8 
府民の
に応えた態勢を保持して極めて駅間な歩みを遂げた。すな
わち病院は府民および近隣諸府間以忠者の診療のみにとどまらず、窮民施成機関としても重要な役割を担い、
また種痘や駆徽卒業、売薬の検
閥、伝染病予防、有申告物の駆除など広く衛生行政分野にまで関与し、一方教授局においては、病院開設とともに集った数百名の茂生徒にたいする教育のほか、府下開業医の再教育や助産婦(波婆〉の養成教育を実施 というように広汎な機能を担って登場したのである。教師エルメレンスは在阪七年間を通じて、
ヨーロッパの最新知識の
紹介につとめ、診療においては「其診治懇践にして、
開生神の如し。
治を受く者、万を以て数う。」また教育においてはの生徒を導く
したがおわ
や、備に秩序ありて、誘抜して俗まず。才 応い時中小を成る者数百人」(「エルメレンス紀念碑々文」原文は漢文、
一井駿一氏口訳〉とあるよ
うに、彼の熱心さは路公〈にして飾らない人柄とともに人びと ひきつけ、府病院隆盛の基礎をきずいた。明治十年故障の事情 より惜まれて日本を去り 代って和的教師
C
・G-V-
マンスヘルトが京都府療
病院から赴任し、明治十
の契約期限まで短期間であったが、
学校教育制度の改革などみるべき業献をのこして帰闘した。
大阪におけるホ
lドウイン以来三代にわたった和隣教師による医学
伝習は、ここで終止符がうたれ、
日本人による教育と診療が開始され
ることになったの あるが、外人御原教師がわが閣の医学教育に点めた役割が如何に大きなものであったかは 東京において英国教師ウイリスが医学校を去ったあと、独逸からミユルレル、
ホフマンが米臼す
るまでの閥、医学伝習は忽ち支障をきたし、窓生徒たちも早急に後任外人教師の就任を要求して騒動がもち上っ ことに象徴されるように、大阪においても外人教師帰国後の教育・診療態勢を如何に整えるかが大きな課題であった。大阪府知事渡辺升はマンスヘルトの雇用満期を翌年に控えて、
百三叩ぴ←
44
願寺の府立病院から北区中之島の旧芸州政屋敷跡地に新病誌の建設を計両し、百貨を投じて新し 情況に対応できる態勢を準備した。明治十二年四月間院式 行い、大紋公立病院と称した。院長は高橋正純が留任し、教授局長には橋良徐が東京大学医学部から米任し、
ただちに
教授規則を改正して 東京 学医学部通学生規期に準拠したものとし、邦語をもって医学 育が実施されること なった。教授陣は東京大学出身の神内出己、
乃美一反一、岳野忠興らで補強された。
明治十三年一一一月大阪公立病誌を改め、 立大阪総院と改称し、教授問仰を病院から分離して的立大阪医学校を創設した。これによって病院と医学校は制度上別仰の組織と て位置づけられることになったが、この医学校創設は当時 地方自治制 めぐる政治 動向および中央の教育泌策の改革が常接に関連していたことを指摘 ておきたい すなわちわが国 地方政治に一両期をなした府県会規則、地方税規則、郡区町村編成法のいわゆる一一一新法が明治十一年七月制定され、
また同年
九月政府は学制を路して、新た 教育令 発布 、地方にたいする千渉主義を緩和する方針のも 公立学校の開設認可の権誕 地方に委設することに改めた。これにより府県の公立学校開設 枠が拡大されることになった。
一方明治十二年七月内務省は中央衛生会を設置し、
月には地方
衛生会規則を定め、さらに府県に衛生謀、市町村に衛生委員を置くことによって、中央から地方にいたる統一的衛生行政制度が確立されることになった。明治十一一一年大阪府は公立病院の一切の事務を新設の衛生課で処理することに改め、同課心得に教授局長橘良企をあて兼任とした。そして病院内教授局は上述した教育令の趣旨にもとづ て府立大阪医学校が誕生することになり、橘良俊が校長に任ぜ れた。この年の五月大阪
府知事は渡辺芥から建野郷一一一 代 た。
以上が新知事就任までの病院・教授局の略史である。
の吉田顕
一一一の回想録にあった「大阪府立病院逆に医学 は税弊多き宏悟り、之が改良の必要を認められたれば」と知事をして吉凶を招略してまで改革に託手しようとした「杭弊」とは一体何であ のか。この考'祭は吉田清任以後の改本の経過から判断する以外にない。改革の第一歩は医学校、病院の規則を改め、校・践の職制ならびに事務章程の制定をもって始められた。
付医学校は庶務局、教授局、編
集局の一一一局よりなり、同校長、副校長、教諭、助教、幹事をおき、同教則を定め、学生を川
γ乙
のニ種とし、申業生は欽一訟を解し、
会なる医育を授ける(修業五年〉、
乙業生は医学の連成を期す(四年)、
と定めた。教則は古聞が英国で学んだロンドン ユニバI
シティ
レッジの学則・学科目編成に緩めて近い のとなってい その他、庶務局には幹事と局員 おき 勤惰掛・会計掛とし、教授局に教諭と助教をおき、各科教授掛とし、編集局に局員 おき、編集掛
カ
jlf lIl顕三 (1848-1924) のこと9 
掛・器械掛を定めた。
病院組織も大きく改正されたが、今度の改革の弔問一点はやはり病院に
択かれていたようである。病院は「公衆の詰求により患者を治療するところ」と規定し、庶務局、氏局、薬局、器械局、記録局の五仰向で椛成された。各局の職制は制かく分割され、
とくに医局については従米
のお直医、時夜医を改称 て、司療訳、司療 副とし、
さらに河域限
補をおいた。そして院内に医療掛・駆徽掛・検査掛・努察医務掛・施般方選調査掛を設け こ から病説業 の多様化がみて れるがこれは同年駆徽院 病院開店とし、警察病院の合併を行い
さらに大
阪府の管轄のもとに かれた奈良に分病院を新に設抗したこと等に対応したも であった。以上は宙開が校長兼院長にお促して凶ちに実施されたものである。これに加えて注 されるも に府立医手校解削日の設立と同規則の制定がある 従米民学校の解剖場は四キロ余も距つた未決監獄務所轄 沼田に設けられ、続々の不使を耐え き ものあっ 。建野府知事は、ぃ州体解剖が医学研究に必須の姿件であることを府民に布告した。学校内に新設さ る解剖局 構造は教育公〈期間用設備され、防体室 ほか、プレパラート京を附隠させていた。上述した改革が吉開就任の年に実施されたのであるが、
とくに注目
されるのは府立病院を中核に府下既設の公的抵療施設の統合を行さらに指開院校の系列を明雄に 職判例および事務章裂を定めたことである。こ によって府庁による慌作権限の強化をはかるとともに、巨費、を投じた新病院 機能止を十全 発揮させ、
かつ経常の基総止を縦立
することに っ とみられる。こ 実行するため 校院 主卒者と
して、従米の人脈以外から学識・人物・社会的地位ともにすぐれ、府
10 
討を納得させるにたる人物を就任させる必要があった。古川顕一ニの英国から婦問問後の経歴についてはすでにみたように海軍軍医として枢一安の地位にあり、政府顕官とも向稲川子を通して多くの知遇をえており、学識においても、げ トナ本斎をして東京大学医学館の産婦人科常利創設教授に推薦せしめ、
また明治十二年文部省が官立大阪専
門学校を創設するに際し、そ 医学科設立の衝に当 めるべく参議井上磯伎を介し申し入れがあるなどその評価は高いものがあった。野府知事によるかれの起用はまさにこ 上ない人選といわなければならないであろう。
この知事による人事を含む改革は抗長高摘正純、校長描良企らに本
前に十分諮ることなく尖行に移されたようで、古問赴任の明治十四年一月十日に先立って、高安道純、医
m修殿、有沢基次が締米政を提出、
四月には橘、高慌が川相次いで鮮戦し そのほか高橋正肉 松山出初三三井玄
mp
、
立木行義ら多数、がかれらと行をともにした。このように教
官・版員の大股辞職は大阪における民学伝留の草 期の苦難をくぐり抜けてきた人びとを一掃する結果となり、
代の闘医教師たちによっ
て築かれ 関学人脈体制の終一鴨川を怠味することになった。
かくして新しい第一歩が古川顕一一一の院長・校長就任とともに歩み出
され、神戸文哉・熊谷符一一
の新任者を加え、明治十五年には巾滋医
学校の認可をえ、予利を設問するなど教育態勢の整備につとめたが、hM院は「患者甚だ少く、殊に入説患者の如きは毘員 数と相均し」評されるに恋った。強野府知事の強権的ともいえる古川招請によ 病
院改革の当初の金問はここで
頓挫をきたし
その上、ぃ刷会、附業医
よりの'間病院廃止・施療
EM
院化の運動が展開されるというように、
JM
院をめぐる剖難は明治二十年まで継続され、古旧の校院維持のための波々ならぬ努力が以後約み重ねられるの ある。
m
顕…一一来阪の事情
と大阪府知事建野郷一一一との関係は上述のとおりである。これ以上の詳述は司 大学五十年史通史』、本年刊行される吋大阪大学医学伝現百年史沿草稿』や「問香取稿」によってみられたい。明治二十一
月十六日府知事建野郷三は元老院議官に転じた。
出願一一一は建野に従うかのように一一一月二十九日辞酷似した。
五
のこ?乙
吋一山怨録』の編者岩間と先生虫口附顕一一一との「著書のこと」についての対話は実に怠味深長である。森川間外は「学者の腹腔は著述だ」 斯
日一日している。
山石川は
「先生の
八点をあげた。築者所蔵本はその
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の打線をみれば、明治
ハ顕一一了間二歳)大阪医
学校長・病院長を辞職以前のもの、
四点、私立古凶病院長時代のもの
二点、以上は明治時代で、最後 二点は大正時代、
しかもそれは本稿
の
である「保均利陣論」訳書本文九七九京索引並去の目次が一一一二
一久すなわち、
…000
一氏にのぼる大間と小冊ではあるが彼が医学生
の頃執策の記念すべき「ヒポクラテ
l
ス
(本文一一
O
間交、附録・古代官
円子、殊に万物創造論の大立・一五頁と古代外科滋械説明・
e七頁)との合計八
点で
Lある。
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「弘済日記」
のこと
「弘済日記」として
rけ築のものが、現布は泣族から寄贈されて大阪
大学徴生物病研究所図書部に保管されてある。
この「弘済日記のこと」は、「同盟録ー一の二五八ー二六八
と、辞
令の部で明治一一
年北清事変に路し、率先して、
ll
→入ム
hA'-sLL
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-寸ぺ
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院船弘一昨丸に乗船したのがわかる程度で、くわしいことは 彼の白筆の日記を筆者、が泣族の中村敬一一一氏から見せていただい 始めて切らかになったので、
さきに日本科学史字会編『日本科学技術史大系』第
予言 111 盟日三 (1348---1924) のこと11 
二十四巻・医学
I
に資料として公表した。
この内容については、前掲警についてくわしく紹介説明解説したので
」こでは省略す。
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『保寿利国論』
のこと
この訳書は、前述したように、筆者と古川顕三との五十年余の切り
はなすことのできない併となったものである。さらに古田の未発表の
「本朝大統記」を沿いに公表することにも連なり、筆者の未だ
完結しない「中川口出版
縁起の
あり、古本市場で未だに筆者
に一助成本に次いで第二附を入手できないでいる審物である。
したがっ
て、「保寿利悶論」について 完結した筆者の論稿とはなりえないまま、ここ 求められて、想定稿にすぎぬのは、造機であるがやむをえない。読者諒とされよ。筆者が本書の制値をまず第一に「近社各国社会統計」の一
(一九
O九年)として吉田顕三が日本の統計学界・医学
界に紹介(一九二一一年〉した本見を後学の筆者らは正確に認めなければなるまい
りが、筆者の主唱するところである。米だ筆者がこの
(校)
一つの書評あるを知るに
について論究(一九七同年〉する以前には、
すぎないが、あるいは寡聞にし 見逃がしておるかもしれないので識
の教一不をぜひ得たいところである。(注〉大阪医尚子会加刊誌二一…!六、大庄一一一年六月、新古抑制介として『保充利国論』が弱法的〈ペンネーム〉によってとり上げられた。
それにもまして、原著者の〉民話仏〈
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について、
いま
だに消息をつまびらかにしておらない筆者の実情において、
ついに本
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すでに筆者は、古田顕一一一没(一九二四年)後五十年を記念して、
九
七四年に第二十六問の日本人口学会で、
〈一人間八!一九
間)の寿命統計研究 ついて
jj
リンドハイム(一九
O九〉著、吉田顕
一一一(一九一三〉訳「保寿利国論」から吉田顕一一一泣稿「型連録」(…九二問)に至る
ill
』で第
問の報告〈昭和凶九年度日本人口学会会報、帥的
01
一一一一真所収〉をし、第一一報を第七十六回日本医史学会〈一九七五、大
阪〉で、第一一 報を第 一一十一間日本人口学会〈一九七九、指附、「人口学研究」第一一一均四八
i
五O災所収〉で、第四報を第一一十凶医学史研究会総会
(一九八四、大阪〉で、
それぞれ、その後の調査研究の発肢につれて報
二
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したがって、本稿もその中間途上の研究ノ
l
トである。
し
か
も、「古川顕一一一のこと」の 部分ではあるが彼の笑って黙殺した「若
のこと」を、筆者、が大阪大学退職竺九七一一一年〉後に公表した短かい
研究ノ
iトに追加するところの甚だ少なきを顧みて、者残の悲京を感
ぜざるを得ない。
まさに顕…一一が明治四十
から病患に悩ま
されながらの翻訳築録した弟猛心に訟を下げざるを得ない。
まず、彼
の序文を、写真版でのせる。それは彼の白紙 十のもの 読者に見ていただきたいからであ 。
この
の原法制は
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神三世俗吋ふみ
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一、京都常国大学
法利大学・一
O
五九
一一一一」を大橋経窓教授の好意によって借用できて照合する使LX
を得たが、今や彼
に本稿を呈示することかなわず。
-古川弘市
r
。
問問みに訳書の凡例において、訳者、がの内絡を知らせる足る部分についてのみ、箔者は次に記す。
一つ
本
は、七結よ
り成る。第一絡は、動物及び航物の命数党に彼等と、人類との関係を長に到する研究の成約を述べ、第説き、第二信は、古代より今枇(千九百九年) 至る人類死亡及び
には、古今日民存者及び八十歳以
上に達せし老者七百余名の経歴を間切に掲げ、第関節には、人類の倒格波び 寿は、国家及び社会の経済的利益なるを論じ、第五鰐には、安息状態に於ける死亡援に人類が、自己鎚康の為、悶家及び社会の為、長く利益を応用せざ べからざる執業力 支持点を講じ、第六篇には、人寿に関する研究の結果に必きて、断突を鮒し 第七揺には、人一一河合}有為的に延長せん為、国家及び社会に向て、その奨励方法 提供せり、
十本書は、著者が関家及び社会の為、誠意以て叙述せるものなれば、その所論の的総と、公平とを重じ、毎話専門大家の原著を旧間放して、
論拠を明示せり。その主なる者は左の如し。
一、動物及び航物の命数、共生存条件に於る兵問、動物航物波に人
類の共同作用等
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一、人類の側佑
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一、独逸附附併定及王家の家族に於ける舟抗及び死亡
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リンゲル時代以降独逸国公民の死亡
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一、
に係る報告
持士メチニコップ外数名
一、健全なる長存者は、国家及び社会の利益
ストラス寺フルヒ
博士ビ
1デルド
一、過多の死亡に基く損失及び延命に山て得らるべき利誌の経済に
関する試験
ドクトル
ツァイトリン
イi当
林
一、安息状態に於ける死亡
抹
時土ウェステルガ
I
ルド
一、安息状態に於ける高度の死亡
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林
博士ヨハ、ネス
ラ
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一、塊国退職受年金武官の死亡
填旬生命保険会社
プ
ノレ
ノ
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ド
ス。ヒッツ
の内特は概ね斯の如し、
而して著者
PM
ら臼ふ、この事業は、断
訟及び治摘の補劫と為るべからず。されど、緊切にして間以つ革新を要する範囲に対し、信拠すべき根拠を以て、学恕的に、建造せる立法及び行政の基礎 外ならず。事実、近枇各閣に於ける人寿の真相を十分
i~'IJ:1 霊百三 (1848-1924) のこと13 
調査し、之を証明して、その時明阿側を以て、国家及び社会の一袋求に結合せんとする試験に過ぎずと。余、全読を通読して、その論法即位側、指導精街、突に国家文運の進度如何に拘らず、社会議般の経営、即ち立法、行政、税務、経済、教育、衛生、農工尚、生命保険等の事業上設も有前大の参考に立つべきものと信ず。読者、尚ほ誘導結を一見せば、余と感を問うせむにと。
日以後に彼は日ふ「余は、本惑を訳するに方て、
コびユ}r;J、
、版文の忠義を
誤らざらんこと努めたれど、悲哉、非才浅識、妄に此の挙を企て 相料さへ、版文の構成に従ひ、字句の配置を追ひ鞠か修飾を加へず 所謂直訳主義を以て、訳文を作り ば語 話を為さず 文、文を為さず、随て、意義の通じ難きものあらむ 又た誤謬脱漏も砂からざらむ 弦に諜て大方の垂示を挨つ。」と。以上が「訳者識」の一部である。次に誘導論・箭別及び総材料
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百円。から、
の内容を知るに
必要と思はれるところを訳書から引用し みよう。
「余は、余が円以近社会統計的研究、即ちザルュチ
l
ユ
l
フェンツ
チス〈
rrtY48Z
江田)人生当初二十年間に於ける縦体と、精神と
の関連を祉に公にしたり。余は、余の観察及び旨趣が広 且つ識ある読者 校同 得たるを以て満足す。
に於て、余は、余が一生中奈要
且つ至難ならんと思惟する所の研究、
ザルュチ
l
ゼ、ネグッチス
(ω
回目出に由開口出ロ苫片山田)に着手せんと意思を決せり。余は、少児及び少女が故初二十年間、好果を て行くべき筏路を傑
一爪し得たり。彼等は、余、が立てたる回収越に従て進まは、生存競争の問、
14 
凶州難雨明一
hのほか}免れ仰向ん。されど、彼等が将米の述命に凶する研究は、
余に教ゆるに、岡山本及び社会は、その男女公民上、口火へに、保護をいデへ、彼等の生命、彼等の元気 彼等の執業力を保つベく、換一…一一日せば国家全体をしてその寿命線を向上せしむべきことを以てす。余が研究の目的は、ム
7代凶民がその生存力を強くし、川い対泣を地し、
将米、その貴重なる経験に山て得たる無限の山口川力を応用して、永く同家及び社会を利し、子認 知能と、勉劫との好例を伝ることを証せんとするなり。
一闘には、その到の経済的主義
(FSNEHgF
怠門店山由白〉あり。又、
倫班的主義(丘町
H田口
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怒るあり(原訟は引用者附今日山〉。
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注意を以て議杭せ 諸力を、日十く尽減し去るや術は、
Aルられこん問
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べからず。又た岡山本には、法律(の
22N
ぬ白ゲロロ也、
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日)の如何なる方法に出て、者者を強くし、
又た如何なる
側担に於て、之宮公務に使用 かを研究すべき義務あるなり。(以上同郎H
日日第
頁)(訳市第二頁五行
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まで〉
(中略〉「人績は、身体及び精神を、小山悶良に進め、ぃ同川町に進むるを得。ハえれ恋人知能の企て及ぶ所にして、亦た不可抗の事実なり。(原書では、阿山吋吋閉山
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一方には人命の伽値及び知能、他方には医学衛生学共に顕著の発達、
全地球に於ける死亡の減少及び 労の延長を致せり。
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一一品
(中略〉勿論、多々の現象は、
の生存を脅迫す。是れ争う吋らざ
る心事実なり。
の発達、交通状態、
その他のお物は、人民をして山
村野盟を辞して、海郷、都市に移らしむ。又た自然に違背する小児脊設の危険、近位教脊の不適当、非衛生的服装、父何より小児の隔離、結核病及び徽議、過度の欽治等山即日延ふべき現象にして、多々方面、川川之、鮪狂院鳩加の如き、少年犯罪の如き怨む き事実を以て之を証す。
他の関係に於ける進運は、結局、
の不利を圧迫すること疑ふベ
くもあらず。中世紀、殊に都市の繁栄に向へる頃までは、労働社会の家族に於ける養育及び秩序は、今日より厳正に行はれたりしと云ふが如きは、之を許すとするも、人苛し親く本物に就て熟考を試みなば、怨むべ 衛生状態、憐むべき狭陥なる'家展
不潔なる市街、
本建長な???
る執業所、不完全なる病院設備、精神病者 対する人非人的処肢はあまた他の好良なる状況よりも、進に重大 る人民健康上に不利の結果を致ししことを祭すベし。(中時〉以下注目すべき視点として「科学技術 進歩と蹴欧主義」に就いて原書では
からふハ頁、
で
~j: 
から十五にわたって述べて、大
詩人ゲテiハの。丘一戸)、
ショッベンハウエル、
一ッチェーについてはメ
ビュ
l
ス(足。玄
4FMY
』・)氏の研究
(50
与を引用し、次の様にリ
ンドハイムは結論している。「今や奇人は、左の如く信ずべきなり。人類の現在を以て、危険なる
無用物とする学説は、人体に、際病的性質あるに基きたるなり。蓋しド単純せる哲学者が、少壮時に於 説教せし主義も老年に於て、之を不日認したりとすれば、版社主義の指導は 人類の発達に不利益なるもの、吾人は、愈々安全に、之を主張し得ぺきなり。反之、仮拠ある楽観主哉は、仮令 臨本に不幸なるものあるも、人の立回目をして、人類生存の目的 夫造物を完成し、心ノ~を議同化する ありと云ふことに趨かしむるを以て正当なりとす。人海は、惑に一知絡すべからず。可能的方法を以て、み/~を延長せざるべからずとおふ立見に従て、現代隣家の状態を発川氏せざるべからず。」と五ふわけで「
ω同日ロ巴
852c
苦」(老人論)を古川顕三、が吋川内海利国
と和訳した意味が即解されたであらう。つぎのリンドハイムの主明は
の日的にふれているので、繁をい
とは、ず、
っさつける。
「人組生存の備位に就ては、今日、恋人はフゥエランド(出口主如何回子。}凶吋片山件。ち君子向日門出〉氏の所見に川似る説明をなす能はざるなり。五日人、この僻値を得んと欲せば、人類生存に対す 経済 価値の総額を眠中に収め、
全く新に造れる障問なる法憾の上に之を問かざるべからず。」
「この
上述の価値を発見せんとするにあり。眼前のけ
の目的は
的、亦た期の如し。
されば、先づ以て、この石限点より迷し得ベき方
法に於て、人類 生命を考究せざるべからず。余は、此の方針を以て、心事業を進めたり。加して織新無例の事業、特に熟迷の補助者を得て、
ガ 111顕三三 (1848-1924) のこと15 
始て成功せらるべきを悟れり。悶だに於て、
一の問題は起れり。蓋しそ
の問題は、事業が、確かに社会統計的性質を帯ることに就ては、あらゆる方面、即ち医学家 科学家、行政者、財政者及び保険者の側より、之を証明し得ベきと一五ふに在り。此の点に就ては、余は、前著サルチーュ
lウェンツチス∞回目口広」
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に於て述べたる所を取て、之を碍陳するに過ぎざるの
み。」と、リンドハイムはさらについ
Aけて「本題研究の基礎」をのベて、率
直に各篇における助力専門家の名を記入したが、博識 友との共著ではない、自らの義務保持の上で主張こそすれ 参考報告者に対しては謝意を公式 表明した上で、この編著事業の協力あってのことだと云ひ、で」の事業〈者白井由)は、断訟及び治病 参考となるべきもの は考ふべからず、こは緊切にして、
且つ本新を要する範湖に対し、侍む
ベき根拠を以て、学理的 築造せる立法及び行政上の基礎に外 らず、事実、近世各国に於て人民奔放の価値を十分に調査し、之を説明して、その陪切を以て悶家及び社会の要求に結合せんとする試験に過ぎず」とことわっている
で六頁から七頁、
で一二頁)。
ここから、
リンドハイムは本論の結別及び総材料の説明をするのだ
が、これはすでに前出の研究課題と専門家の氏名字詰るしたところをみれば すむことなので割愛して、円以後の節、「古老の名誉」(]日円相門戸四
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回目仲良一〉(原誌で十一頁の下、訳者でニ
O頁〉を紹介して、
書五
O
一頁・訳書で約一千五の
の概説をおわることにする。
「一札口人は反対無く、競争も無く、この喜ぶべき成績(死亡を減らし、
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-V}
消すことの事業
i
丸山注)に達し得じ。之に就ては、人正に己
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を欺かず。少年には或る時期まで、
その生命を完全に、
ーっ充分に茜
成し、支配せんとする希望あり、随て、多々学ぶべき必要を生ず。この期翠は 今より無設の勢力を以て、その少年を間擁すなり。人あり、老人に向て日く、去れ、汝その府を。余将に其の場に必さんと、 道(剛山口
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山仲間同)の光輝は、新時代の利己主義
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刷。町田自己印〉
を被ふ。近
欧社会の志向(自与さロ巴は、多々 関係に於て 斯の如く認めらるベし。
その方法は邪教包丘町宵巾〉を煽動せず、百千年以米
されど、
保護せられたる
(ゲ
21PV38CE
ロ仏担問訪問〉に基き、この知識若く
は少くも経験の性質は、之を人に帰すベし。
MAK
放にその百千年前、
臼
に真正と知られたりし主義 今日新開化国民、例之
日本人の如きも、
取て以て応用する所の主義、一新化の元気旺感なる文化的社会指導者に対する尊敬、古人が吾人に注意し、十世人に教訓した 精神は、永く之を忘却 べからざるなり。
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Die Erτぬ".ぉe uMererCntcnuchull!; 同開Cn 11',: fol i:N\(l~rm~!計哨7.\1
，1mm~nbssen 
1, SeJt dem frilhen Mittelalter 1st dio Lebell~dauer 1n den Kaiser. 
!~mmen ln steH?em Wachstum becri!fen. rlur dio Periode n~ch dem 
Dreielgj緝rigen Krlege !~ðt clnen geringon Rileksehlag orkcnnen. Jedoeh 
包，b das Lebansa!ter dor Filrstcn wahrcnd des gan::en Mittcla!ters hinler 
<:Iem der Ourchschnillsbev?kerung dor Oegonwart i:uruck, nur in der 
Per?de vロn 1450 bi!r. 1600 kam es lhm C1eich. Oarau電 org1bl !:1ch, daﾟ 
dieLeben富山ue: 1 gera品m Verh~ltnl怠 zur KuUur 副nes Volkω sleh! 
2 , Die hõchste阿 Slàndo haben Ircl: dergrcOen Oelahro向 ihres Be 
rufes slets e;no wesent!?cl1 hohore Lebensdaucr gehabt als die Obrige 
eo~ölkerun c:， woraus d肝 leben~verl加伊mωεnflußd師 Wohl$t3ndes
¥md s副ner Segleilerscheinungen relõ川tierl
3.01e 凶凶er geUende An日hauung， daﾟ der Fo巾thrittdeドr Ku!tur 
und der wach包endo Reichlum zur Oegeneralion filhre, 1st 41so grund. 
!;lsch, vielmehr verUngert ~ich die L盆 bensdsuer mit dcn Fortsehrillen 
der Kul¥ur und $inkl mlt diescn 
4. Am bodeulendsten isldie Sle?erung d固 r Lebensdaueriml9.Jahげe
hijnd・ rt， und zwar auch hiergrるßerbωdenhöc日hsten Familien IIlsinder 
Cuamtbev創kerung， Und zwar ist niehl nur 副e K1nder!:tert刈chkeilun&e.
まず、
ケムメルリノヒの「独逸
凶
J叶及び王の系統に於ける
及び死闘いの訳文をよんで、次に「型連銀」の原稿をよめば、疑う余地のない類似性を発見するのである。その証拠に涼書の
一頁と、訳書の三五八頁の
コッピ!と、「聖述
の統計
の項日を比較するだけで充分
である。ここにはそれをのぜ土問問の
の最初の手
稿では、「凡例」あとで赤インクで
と改められたもの、
「本朝大統記の
を引用し
ておこう。
↓43
一制作設の主段は、
mK
くも我{間以
窓陛代の御事滅的川を収録して、巾家
7哲郎jlJî三三 (1848-1924) のこと17 
院に備へ、以て児孫をして、其の一刻を窺知せしめむとする主り。誌に天神七代地神双代の系諮を載す走れ皇室の淵源な切にせむる為なり次に人白沢一一一
O
代の御経般企記す。蓋し我ゑは大古より今日に一全る迄一糸乱れ
す述約縦続して火の焔々たる水のお々たるが如きを一詠すに足る。
神武術御即位より孝明情崩御に至る約一一五
OO
年に当るなり仙く仮に五期
に分す各期五
OO
年とす是れ蒸し史実の前五
OO
年に於ると後刀
OO
年に於
るとを比較してその変選如何な窺知易からしめんとすなり。各開州各市の御経際な記するに当て、共の御父母の名、御誕生、立太子、御
践幹…リ
V〈は御則仏紙、市附佼又は崩御の年月日、梨市対、山県妃等白五回刀、山山肌等載せて
泌すことなし。皇妃の御年齢は光仁術以前にふ牝ては之を載せず、間芯れ持者の浅学山人卜求め州刊さるに凶る。而 てその以後は息応、小宮、准Eγ~
，M
の御年齢は大概之を殺
すと断とも妃、政ハ待以下 至りては之を詳にする 符す、何となればその兆卒の年月日は史上之を記すれとも、その生年月 奈ては記さるもの多かればなり。后妃叫
UVの内、皇制ゲ日記女
ι在住みし者あり、
4J
まさる者あり、江(の小一み
L
者は
生まさりし者に比すれば兆一た多し山市川刈泉女の数及び抗ハの多少口切に之を記す。然れとも只の御際経 民十一 は或は之を記し、成は記さす。其の御年齢の如きは或る時代に於ては初公不能、放にその統計は殺せす。各市川の御宇に於る史実の山同右中市川一の機運に関係ある者及び問問家の安危に関係あるものは只の
a裂を摘して之な添録す。
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編者誌
ふが間顕一一一の最終稿である正写原稿では、円以
J初の原稿表題「型連銀」
が「本朝大統記」と書きかえられている。川以'初の予稿はタイプライター用紙に、第一冊(一五
O
枚)は「型連銀凡例」から
????
覧表」
まで
間は五一一一代暁峨天白ぬから七一代後冷'妹夫白川まで(一四九
i
二一一一四枚)、第一ニ冊は七二代後三条天皇から「第四期指論」まで(二一ニ
一八七枚)、第限
mm
は第五期第一
O
一代後小松夫
iJ 、
ら
18 
孝明天
r民一まで(一一一八六四七八枚〉の四分間に仮綴ってあり、その第
一郎山の表紙に「此凹冊は不用参考の為存し候、加に半紙罫紙写問附あり」と添記されてある。この「半紙罫紙写間冊」の第一冊、第二川の表紙には
と
3-1η
リヱヨ、こ
eh
、
I』
ι『4b
斗習しふれカ
その文字の上に白紙をはり、そのお側に改めて「本初
大統記」と議き加えてある。表紙に「本文調査一所」「持説済」
と
i 対
の註が附附記してある。本文は築工に浄書させたた校閲
している。第三冊第開聞は半紙一
O
行罫紙に古川白川引中の原稿がそのま
ま。七ニ代後一一一条天良から「第間期括論」までを第一一一冊とし、第五期一O
一代後小松天山良から一二三代明治天皇までを第四附に綴り、
川の末尾には「第間期一覧表 が、第四間の末尾には「第五期が添削されている。「第五期
は
二代い小山間一大山ーまでの集計
去で明治天忠が除かれてある。
-二:卜b
土、刀
原稿と「本初大統一記」原稿との
mA
罰であるが、内
~終については
「一舟調済」と古川
pリ身が表紙に書き記している
泌りであるから、
と「本初大統記」とは古間顕三泣柿とし
ては、故初の稿 川以後の稿かのちがいだけだと考えてよかろう。
なお、
第一期から第五則までの総括論は
ハ注
l)
を参照されたい。
以上で、白川の未発表の原稿「型連銀」あらため「本初大統記」止を
紹介し、
このことで筆者は市出を生命(寿命)統計山本として位院づけ
てみた。民家と統計家とを兼ねた日本における先駆者は明治期においては矢野恒太の名をあげることができるが、設も古川副三を、生命
(寿ん叩)統計家とは評価していない。
然し筆者は彼の没後五十年を記
念して、彼をその晩年において生命(寿ん思統計家と見倣したいと、その評価の恨拠 彼 リンドハイムのザルティ
ゼネクティッス翻訳
『向山中対利陣論』と
への法々なる研究活動、明治問十二年六
十ニ歳から大正十三年七十じ歳までの病苦と闘いながらの晩年の
〈注
2)
を高く評価したい。ただし「型連録」の統計計算恨拠の資料についての本の批判はここではひとまず保惚することにする。
注-
本朝大統記総ば的論第一郊八帝
本附仰の経過五
O
一一一年九ヶ月なり、八十税問を治め給ひき、投(の双
O
一……年の小
七年…
0
月のふ役佼時又は宏子月の践詐遅延期あり、内ポ位同とは年余若くは数
年間、皇位の欠くるな一万い、践酢遅延期とは、前帝退佼若くは崩御と後'川市践怖との に 月又は数万の間隙あるか}云ふ、以下に倣ふ。
本刻八帝の御在位布十数を総計四九一一一年八月平均六二年に当るなり。即位の御年齢少は一…一二歳、防火はふハ二歳、平均約問問問歳に当るなり。八帝の御年殺は総計八六
O
年平均一
O
七段に当るなり。似し一帝は抽出の為
に市一日せられ給ひき、放に不自然の崩御と訟も敢て妨なき加し。后妃の数は総計二四人一常平均 一一人に当るなり。その中忠男次な生め 者…一一…人、生まざる者一一人なりき。総て本別に於る后妃の御年齢は之を詳にするを得す。自治労女の数は総計一一二人なり。
第二期括論
ムヰ郎経過年数は約問七… 年なり。七帝及ひ一以政后(神功出古川〉国を治め給ひき。似しその四七一一一年の中山エ位符設に践幹悲くは即位、遅延合せて七年余あり放に治国ハ渋政
J危なも含む)の年数は約四六O
布十本一小平均五八年余におる
なり。
九九MM似の御的少は間二歳、長は八二段平均六
CH
はなり。
じい畑一以政后の御伐位年数は総計間六万年一一一月平均ぃハ
Jハ成半におるなり。
じ品川及ひ一川州政后の御年齢少は九二成長は…間三次なり御年齢を合灯すれば九二二歳〈以政を含む〉平均一…五んはに
JMJ
るなり。后妃等の数は総計閉山
人じ命に之を均分すればア怖に対し六人となる。什片山
γ山日削刀女を生めるあり、
生ざるあり廿んの生める者は口口口川百分の口に
Jwj
る
02
男女の数は総計一
四九人〈山市士七人皇女三一一人)慨に対するい平均数は二
s人強に当るな
?
hソ
古hH.AJ
同出
F1
ム叩
2
一二
ijvfj
本側別絞過年数は
mm
六八年その中約…
C年一口ヶ月は叫:位若くは践俳巡延に
係る残閉五七年余は一一一双帝国を治め給ひき。
一一一双慌の小児
B常二七、ん以南八、又必の女帝八の中竹山中枠二あり、仙叫に~恨の正
数は一一一一一一なり。
九九以艇の御年齢は在の如し。…
c
歳以上一一
?Mmo
二O
級以上二備。一一一
O
歳以上
…0
情。問。級以上九情。五
O
歳以上問
zMWC
ムハ
O
絞以上一二儀。七つ歳以上二
俗。八
O
歳以卜ぃ一様。
誠に諸常山川佼時の御年齢を合計すれば一五二
oh
はと為る。之を三一一一帝に均
分すれば山間七年余となる。御在位年数は慨して一知則なり。九年以下二二税、似し二帝は反件。一
O
年
以上二町村。間五七年余を一一… …常に配当すれば平均口口年余となる。型浴少は一八歳者は一四一… 歳、尚ほ細別すれば庄の如し、恕存不詳一。一八歳一。一一
C
歳以
k
問。削
O
歳以上問。五
OH
成以上九。ムハ
O
歳以と五。七
O
成以上六 八二歳一。八七歳一。一間三歳 。総数一一一三帝の中一一 帝は御年齢不
rげ然の崩御と-一…口うべし。之宮体開けば残一一一
C
早稲となる。仲代の制御年齢は総計一八六六歳となる。之を
O
滑に均分すれば平
均玖九歳に当るなり。
二七帝中一一切は后妃の有無品川ならず、人小二六帝に対する后妃山やは総 九八、で品川平均間人弱に当るなり。之の九日日中一一良川河たを生める者(以下、余白のまま
111
丸山註)
良川刀女の数は総計ィ八一人、是れ二七帝中二
.ks
怖の生む一加に係る。余二滑
には之れ然し。一八一人を一一五帝に均分すれば一平均じ人強に当る。古川良男女
j1iLE!鎖三三 (1848-1924) のこと19 
を区別すれば男九一一一、女八八なり。
第四期括論本期の経過年数は約六一一年六ヶ月なり。其の末期約六
0
年間南湖北朝両
立の時とす。唯五ヶ月の践粋遊底ありしのみ 放に本州刑諮
a恨の御治問削年数は
約六一一年一ヶ月なり。
本初には瓦
O
情と北朝五僚とあり。御治問の年数は総計六一一年之を五
O
帝〈北朝を除く〉に均分すればア恨の御治問一二年余に当る。
御即位時の御年齢は概して幼少なり。幼はニ歳、長は五瓦歳。今之を細別
すれば友の如し。一歳より双成に至る一
Oa
情。六歳より一
O
歳に至る九帝。
一一歳より一況絞に至るふハ帝。一六歳より一一
O
歳に至る五
'MW
。一二歳より二
五歳に至る一
O
情。二六歳より一一一
O
歳に至る一一帝。一一二歳より一一一五歳に至る
閉帝。一一一六歳より問。歳に笈る 情。間一歳より凶‘九歳に至る二
aMm
。凹六歳
より五
O
泌に至る
000
五一歳より五五歳に至る一帝。
おの表に就て之な鋭れは…一
OL
成迄に御践件ありしは五
O
帝中一一一
Oe
品川の多に
店る。又町役極的の御年齢不詳の一好を徐て凶九慌の御年齢を総計すれば八四九歳となる。之な四九帝に均分すれは一七歳に当るなり。恕一一対は総計一一一二八歳なり。〈一
aMm
の例年齢未詳の分止な翁きんぷ四九
a恨の分)
之を平均すれば間二段に当るなり。
后妃等の数は間一一… 人之を凶八帝〈 帝は米た御盗事あらす一新は不叫討を
除く〉に均分すれはで怖に対して九人を符へし。就中良男女を生める者口口人、之を生まさる者口人あり。
后妃山手の御年齢の知り得れる者九一一一 。その知り如何られさる者一一一一一一九人。
走れ多くは典侍以下の女官に夜り。前記の九一一一の た総計すれは問九五成となる平均御渇八日五二歳入となる。
臼就労女の数は六五九人その中内就労一 …近七人、泉女…一一
O
一一人、一併に対する
'Mm
刀女は平均一間人弱に当るなり。北紛六帝〈後小松帝を含む)に就て別に統計を設く。即ち御即位時の御年
齢は一平均二ハ歳。御治関税
γ均二一年一
0
ヶ月。壁市対五了滅。后妃等コ一人五。
皇男女六人強(忠男阻・二、山家女一一弱)なり。
第五期
本則の経過年数は約四七剖年(致級遅延 ヶ月を八日む〉
本期に属する諸
PMm
は二一一、共の九九見綴附御年齢は少はムハ成長は四一店印刷なり。
訪帝の御年中均を総計すれば一一一六六歳にして之を二二併に均分すれは一二歳
となる。御十位位の年数は四七三年ーなり。一『慨に対し←平均一七年六ヶ月に抑制当す。似し一帝(後小松『川市)の御在位は約一一一
O
年なれども、民ハの中一
O
年は北朝に印刷
するを以て滋に算入せす。正勝及び和技後の諮ー恨 齢は総計一一二八歳なり平均況一昨滅強に当る。后妃等の数の総計一
O
一人なり。
m刀情一一一刻して平均を採れは一
aMW
に対し
て間人弱に当る。后妃叫叫すの御年齢は知り符られたる者以し。総計一
O
一人の中知り何られた
る者一一一人名、知り得さる者六一一一人あり 災の知り符られたる者三人名の御年為は総計 一
O
八二歳なれは平均五四歳と為る。
忠男女の総数は二三二なれば一僚に対する者九人に当る。その中白川引女の
別は附川市災に就て悶けんるべし。
(丸山註・口は判読できぬ文字、。は山
yf什、以下おたじ)
20 
い士広
2筆者は一九七四年七月二十日の「経済統計研究会・第十八回全国総会」で
「労命統計研究の二・三 ついて」と題して、その日本における州山本郊に活動した人物の一人として古 山駁一一 のこ をあげて級官 た。それは古 岡山ゴ一没後五十年を記念して ささやかな退後供設の微志からであった。
九
寄附行為のこと
このことについては、『問想録』第一 八瓦 (一樹
附加・この記
十字米た完了せず、他日更に詳細を発表するの時あらん)とのカッコ付きで、次の記事があるのみ、「大正十一年一月大阪市教育部へ寄附したる京区今橋二丁目四十ニ訴地旧邸宅地は二百閥十二坪
O
五勺にして
時師約五十万円なり」と。然し器開にして、その詳細発表が ったのかも知らんが、調査報告を探究入手できていないので、
はこのこ
とを調べた。
」のことについては司間惣録』
一五八一八一ページ「私立古田約
院の経営」の項が前提になる。少々、引用がついぶくが読者諒とされよ。
「高麗崎一丁目藤田組事務所(旧際的伝三郎氏肘宅〉を売却すると
開き、高島柄之防氏に依頼して、之を山氏受くることを中込めり、談以…して時価一一一万二千
にて、我所有となれり、それより、開院の市
備を急ぎ、同年(明治
年)九月に一全り其設備成れり、同月六日、
間続式 挙行す、来賓五百有余名、開院後は、患者意想外に多く、幾子ならずして、
の狭陥を告ぐるに至れり、於是、
旧総出肘セの
部援に土蔵一機 殴ちて、其地に一二階作りの一概を増築し、吏
、、、、、、、、、
に改造し、今橋二丁目古間本宅をは分病室とせ
一以側の土蔵をも、り、本病院には、主として、内外科、婦人利忠者を取扱へ 。(州州市引)開院十二年聞には、各種の患者を治療せり、就中、開腹術を行いしこと設も多かりき、大坂府立病院在勤以来 本院に於て手術したる卵巣袈限患者の如きは、
百五十有余人に及へり、〈卵巣混脆治験報告書二
回発行せり)其内死亡せる者僅かに一一一四名のみ。病院の閉鎖は明治一一一十一一一年なりき、当時北清事変ありて、
日本赤十字社民長に嘱託せられ、
救護船弘清丸に乗組み、湖海に出張せるを以て、病院 は医員に 任せりかは、自然閉院の態となれり。」この時にふ市出願 一は歳五十二歳。
この引用文の項で、
の傍点を附せる部分のものについて、
の
ち
に大阪市へ出合間した件がそれである。この件については、吉田顕一ニの葬儀の当日、大正十一一
大阪市長関一氏の弔詞の中に罪判木市今橋ニ住シ仁術ヲ業トセラル、
一一月九日の
コト多年、令名夙一一斯界一一郎ュ、又常一一ヲ好ミテカヲ公益四一致サレ倣徳波三口問シ、大正十一年 月其第宅ヲ挙ケテ木市ニ損シ以テ市民教、、、、、、、、、、化ノ資ニ充テシメラレタルニ奈リテハ
ノ高義清風執カ
MM
伸セサラ
ン』の筆者傍点を削せるものに端を発するのであった。そのことについての筆者の発立の県出は後述することにして、ここでは不問にする。ただ事実経過を以下、
の調変依頼に関係しての書類を次に列記す
ることから出題解明 順を追うことにする。筆者宛の中山信正氏の私一一一一同などの公表についてはや山氏の快諾を得たこと ここに特記しておく
枚つづきの全文をそのまま次にかかげる。
謹啓、無事新作をお迎えになった事と存します、扱昨年(昭和五十八年)
十二月十六日の公衆衛生協会の削州事会の節先生からお話のあった吉田顕一一一先生寄附にかかる土地の其後の経過及び現況についての調交の件について、大阪市教育委員会の社会教育郊長 八木さんにお綴ひし 周りました所、去る…月十日調究結果の間報を得ました。先生のお話の通り、大正十一年の山引であり土地は大阪市東区今橋二丁民間十一一溶地二間二・五坪、建物は当時の一汗総額で一
O、八一一一八円六五銭であり、
得附防的は教脊の施設伐となっています。別紙の資料一の通りです。即ち当時の見山似額で六十五万五千百二十五円となっていますから今の金額では五十億円伎になるであらうと思ひます。災後資料二の通り昭和九年六月五日分策されて民間へ売、伐されています。即ち、ム間十二帯地
i
一
~間十二帯地
i
一一
/何十一一審地
l
一一一
ム四十一一容地
l
問
ム
i
五
???ノん一ノ
昭和入、五、一一況に間十二番地ーに付き欠「JALP
ド片且砂古
fに.コ
ill
，、
lua
に合併
i!f FH ，\íl百三三 (1848-1924) のこと21 
に分筑され実質上例区闘があり、それぞれ持主が変りましたが、社ハの利用状況はなかなか復雑で刑判況で夜にこれだとすぐ判る様にはなっていません。柄、資料一一一の割問で赤で示したハヤシどんが間十一一番地の五に当ります。以上が前夜出米た概況ですが、火叫附目的の教育施設設の主憶がとの様に活かされたかは今となっては判りません。恐らく待問者の了解は得た、ものであらうとは思ふし、化叫附目的が施設伐となっていることから換金して利用するといふ芯忘があったものと考えられますがその金が何所に伎はれたかは判らないそうです。残念なことです。階、当時でも、今でも 公へ 寄附 用途について条件をつけることなく、しかも谷川州を許可するといふ形をとっているのが待通でありま附、民間へ売却された昭和九年といふ年は九月に室戸台風があった年であり、多く 小学校が倒出した年でありますから、その復旧の為の費用に光てられたがは光分考えられます。以卜しの通りでありますので取敢えず御報竹
L
ます。
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w川昨今(昭和五十八年〉十一…月二十七日を以って教育
J者以の任期満了にて
退任しました。ホッとしています。以上が中山一信正氏から
でふめる。
枚
の
なお、資料一は寄問調書の
部と大正十一年十二月十三日付教育部
から庶務課長あての
ぺ
iジ分コッピ
l
一一一枚。
資料二は市所有地から民間所有地への分筆変更記録二枚分コッピ!一枚。
一日
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資料一ニは縮尺
1一ω
コンピューター止引の地問一部のコッピ
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以上 、二、一一一は公文書の実物を或は公文書からのックス転写したものである。
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教乙第火正十
教比吋
A部長滋
庶務深日火山惚
ぜ什月二十八日付庶乙第問」ハ問サヲ以一ア御照会相成候古川駅一一…火山附ニ係ん件ハ左記ノ通リニ候条此段及回綴候也
ーし
一、土地所在放ニ坪数
大阪市東区今続二丁目間十二番地一、宅地二所内十二川町五勺
一、建物明約
別紙調書/通リ(街路
j
引刑者)
公文書からの記録者の
しであるために…見わ
の
かりにくいので判読しやすい様に
再編し書きあらためた。
「地帯変更、住間表示による変更なし」との
により、年次阪に「地
訴」別に、「所有者変吏いの一覧表を次の様に作表した。
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・五川町道路
ここまでが市の所有地であったが昭和九年六月五日分筆し次の如く
市の所有地は民間に転売山氏された。売買倒絡はぷ入されていない。
昭和九年七月十六日売貸され所有者ば次の通り。間十二接地!一民井
mm
間十二訴地
i
間一小川刷協遊
間十一一薄地;五竹内問造問十二孫地
!i
ムハ朝間卯
それからは私有地として、昭和 九年以降は次の燥に所有者は変?に
1
mmト二詐地
i
一は昭和十九伴氏月十七日山附悦ぶ子へ
間十冷一議出川
i
問は昭和十九年間月十七日出資
間十二茶地
ix
は昭和二十年十月二十七日伊燦
以上が資料二の第一ページのコッピーから筆者が整川出したもので、次はコッピ
i
第一
ページにうつる。「収
K
今橋一丁討間十二係地がメ
ートル法表示で地院が、
また所有者氏名一が次のように、
また?をつ
けて書かれている。
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次は所有者の変更と、その年次が書かれている。四十二議地
i
問
不破証券、明和
MA
、
一小紋不動人体、昭和明町、小沢附不動降、問削
内卜二早川山崎五
Hl
、
TF
τホ14Af
仁ね
υ
昭和対一、大阪託券、昭和位、政品不動
v段、昭和拐、山大統
券、附利付旬 愛行サービス、昭和刊句、第一託児庁、昭和句、
円十二郡川地
111R
ハ
本名れ??W
れは、調け口一又
f
作、沢一行ヴ、羽月一尺
f
ulfFlib-
ノ
H151lji
以上で資料二の制介はおわる。この様に資料ニでは大阪市へ古川顕
三から寄附された土地芥びに物件の利用状況が明らかには、人。/吏できない状況だと云う中山信正氏の結論を彼の名前にあや りそのま
L信
用することにしてしまっ が、引い〈はこ 古川顕三の大阪市への寄附行為のことは、当時の間一市長が弔詞でのべているように、
また現在に
おいては大奴市内には凶公立大学で 保かに伐っているのは大阪大学医学部(これも近く吹川市 大阪 放地へ移転の予定〉と大阪市立大学だけである。古川顕三 しても、間一にしても、大阪市民文化のために、少からざ 念艇を持っていたことは、彼等の心事蹟から推察にかたくない。
とすれば、
の古川顕三との思ひもかけない関係から、
彼の大阪市への待問行為の期末については、明らかにしたいのは人捕と一おうものでもあらうし、大阪大半史の史仰 〈 、単なる好事家たるの批判をたとへ、
うけるとしても、それに似しない、重大なる問題
を示唆していると、
は確信して
!日:
0) 
にこの「九」の主題を
検討してもらいたいと問題提起を試みたが、残念ながら この程度の事実しかっかむこ ができなかった。
それも、この調査は大阪市長秘書を通じて依頼したが、
工ミ工、こφ/
古
μ4J
ふμLV
はかどらず、
ひにも大阪市教育委員会委員長の任期切れの寸前にた
またま出会った同学の中山信正氏の好なで、以上 ことが判明した。
夜間!ìm三 (1848~ 1924) のこと23 
ここに同氏の友情を謝す。然し出題は士口問顕一一一のことをはなれて、この穏の寄附行為の一般的
問題にも言及せざるをえない。それは大阪常国大学が大阪医科大学を医学部とし、
恕学部を新設して、創設された時に、大阪市民の寄問者
氏名、が冠せられていた研究諸施設が悶に帯出され、その後その寄附者氏名の 称を記念する記念。フレ
i
トにだけ止めて、侶有名称を冠した
施設名称は全廃されて まった。
このことは諸外隠の大学においては、むしろ寄附者 好立 呼称に
冠して、
ながく記念するのとくらべて、今更の様に、
いろいろの感紙
がないわけではない。それは本稿の目的とは関係があるま と許せられるであらうからこれ以上 述べないが、文化史論を大学史が無視しないとすれば一考を願ひたいところである。
む
び
の大阪大学史への私案には、故初には緒方洪庵の逃設があった。
適識については
の人々』の著者大阪毎日新聞社記者浦上五六氏
と肝胆相閉して、適強記念会の組事として筆者 「門弟調査」の業をす
Lめる計制を兵体化した。当時の大学事務局長中村新一氏の協
力で、続々の計四は実行された。
たとへば、大学の新講堂の「こけら
おとし」に新劇を郷田忠氏の劇団に演じてもらったり、緒方洪庵先生没後百年記念行事の一つとして映闘「洪庵と一
000
人の若者たち」
を製作してもらったりしたが、これらはまさにパ
l
フォ!?ンスであ
った。
に、「門弟調査本業」は「適識改築事業」とともに
24 
々とそ
の文化的事業の成果をあげつ
Lあるも、文化史としての髄度上医学・
医療 教育と研究 点での、
いわゆる医学史的課題としての研究課題
となるのには未だ機が熟さない憾がある。すでに筆者らは大阪大学医宇部において、「医学史研究会」を創設し(一九六
O
年)「詑学史研究」
誌を創刊(一九六一年)して現在にいたるも、「大学史研究いの課題は大阪大学の恒久的施設におい は定先しかけた「大阪大
]i 
fド
史
しー
の完了後に引きつい
Aき実質的なものになるであらうこと
を期待したが、氏関するところでは、
それは一過性の
におわりそ
うである。
ちなみに「大阪大学史紀要」とは「大阪大学」の進展とと
もに歩みつにけるものと筆者は考へて た である、が、
これは妄想か。
「大学」とは文化史的発展の前駆的役掛か}果すものではないのか。
ち時
、-
れは筆者の余計な言い分なのか。
この拙稿「古問顕一一一論」の目論見は未完のま
L
、
わづかに「士口問顕
一このこと」になり、
さらに『回想録』補追にといムまり、
さらに
のこといに限局され、
しかも土日間顕一一一の渇志についての一
つのこと
と「出邸・宅地寄附」のことが、米川知なま
L
「大阪大学史
紀要」の故終号(?)に掲載してもらへることは望外のことだ 感謝すべきことか。創刊号から指命され執筆依頼をうけての吉間顕一一一論がこのようなかたちである とを不満足とするも、前後の老体 ため寛恕され 。他日を期したい。
(まるやま
ひろし)
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中野操博士は昭和六十一年一二月一一十一例をごらんにいれらず。残念。
日放、行年八十八日成。つひに本
